















































































川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○出宮 由季










































川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○永田紗弥佳








































川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○下原 亮大
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 小林 信篤









































川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 博士課程 ○金 静子















対象と方法：ＰｕｂＭｅｄより， キーワー ドを 「Ｈｅａｌｔｈ
ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ」 十 「工ｎｔｅｌｌｅｃｔｕａｌｄｉｓａｂｉｌｉｔｙ」 ｏｒ
「工ｎｔｅｌｅｃｔｕａｌｄｉＳａｂｉｌｉｔｉｅｓ」 とし， 制限として， 言語













病率， ＱＯＬ， 痛みの評価， 提供サービスの評価，
認知症， 緩和ケアや救急部門でのコミュニケーショ









川崎医療福祉大学 感覚矯正学科 ○山下 力
川崎医療福祉大学 感覚矯正学科 彦坂 和雄
川崎医療福祉大学 感覚矯正学科 河本健一郎
川崎医療福祉大学 感覚矯正学科 難波 哲子







































川崎医療福祉大学大学院 保健看護学専攻 修士課程 ○小野 聡子
川崎医療福祉大学 大学保健看護学科 山本八千代
【要 旨】
わが国では， 経済連携協定 （以下， ＥＰＡとす
る） の推進によって， インドネシアおよびフィリピ
ンより看護師， 介護福祉士候補生を受け入れてい
る． これらの候補生は， 使用言語を初め， 宗教， 価









































































































人 （５７％） であった． 対象者の属性として， 平
均年齢３１．１±４．６歳であり初産婦， 経産婦で有意差
（ｐ＜０．０５） があった． また， 分娩時間も初産婦・経
産婦で有意差 （ｐ＜０．０５） があった． これ以外の， 職





２９．４％， 乳房痛１１．８％， 分泌不足１１．８％であった． 次
いで， 乳房の状態をみると， 初産婦は乳汁のうっ滞
４１．１％， 基底部の閉鎖２５％が主な症状であった． 他































５．７ｃｍ， 体重：６６．７±７．４ｋｇ， 体脂肪率１７．５±３．８％） を
被験者とした． 測定条件を４条件（陸上仰臥位， 陸上
伏臥位， 水中仰臥位， 水中伏臥位）とした． 心拍数
は， 水中用心電計を用いて測定した．Ｂモード超音
波エコー法を用いて， 腹部大静脈横断面積を測定し
た． 水温は，３０℃であった． 数値は， 統計処理は，
一元配置分散分析法によった． 有意水準を５％未







































































最後に， 今後の研究の可能性として， 秘書， 中で
も医療秘書を対象とした実証研究を行うことを視野
に入れている． なぜなら， 医療秘書における感情労
働に関する研究は， 医療秘書学にとって新たな視点
を創出することになると思えるからである．
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